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は
じ
め
に

　

野
木
宮
の
合
戦
と
は
、
志
太
義
広
・
小
山
朝
政
・
下
河
辺
行

平
ら
は
じ
め
下
野
・
上
野
・
下
総
・
常
陸
な
ど
北
関
東
の
武
士

に
よ
る
、
下
野
国
野
木
神
社
（
栃
木
県
野
木
町
）
近
辺
で
の
合

戦
で
、そ
の
年
次
に
つ
き
養
和
元
年（
一
一
八
一
）閏
二
月
説
と
、

寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
二
月
説
が
あ
る
。
後
者
は
一
九
六
二

年
、
石
井
進
「
志
太
義
広
の
蜂
起
は
果
し
て
養
和
元
年
の
事
実

か⑴

」
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
自
治
体
史
も
ほ
ぼ

寿
永
二
年
説
を
と
る
な
ど
定
説
化
し
て
い
る
。
し
か
し
拙
稿
①

『
中
世
関
東
武
士
の
研
究　

源
範
頼
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一

五
年
）
総
論
・
②
「
野
木
宮
の
合
戦
再
考
」（『
地
方
史
研
究
』

三
七
九
、
二
〇
一
六
年
）
で
は
養
和
元
年
説
を
主
張
し
た
。
ま

た
③
『
源
頼
朝
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
で
一
般
向

け
の
説
明
を
行
い
補
足
を
加
え
た
。

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

野
木
宮
の
合
戦
再
々
考

　
　

―
年
次
問
題
と
政
治
史
的
分
析
―

菱　

沼　

一　

憲
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①
で
は
、大
瀬
祐
太
『
桐
生
六
郎
の
周
辺 

』（
二
〇
〇
五
年
）

に
お
い
て
、
義
広
蜂
起
に
言
及
す
る
『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年
閏

二
月
二
十
三
日
条
に
「
去
年
夏
之
比
、
可
レ
誅
二
滅
平
相
国
一

族
一
之
旨
、
高
倉
宮
被
レ
下
二
令
旨
於
諸
国
一
畢
」
と
あ
り
、
本

合
戦
が
以
仁
王
令
旨
発
給
の
翌
年
＝
養
和
元
年
と
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
須
藤
聡
「
下
野
藤
姓
足
利
一
族
と
清
和
源
氏⑵

」
で

は
、
養
和
元
年
九
月
の
足
利
俊
綱
討
伐
記
事
は
、
そ
こ
に
み
え

る
和
田
義
茂
の
動
向
か
ら
す
る
と
寿
永
二
年
へ
移
動
さ
せ
る
こ

と
は
不
可
能
で
、
も
し
俊
綱
討
伐
を
野
木
宮
の
合
戦
と
切
り
離

し
た
場
合
で
も
、
養
和
元
年
九
月
に
俊
綱
謀
殺
の
罰
で
梟
首
さ

れ
た
は
ず
の
桐
生
六
郎
が
、
寿
永
二
年
に
再
登
場
す
る
な
ど
寿

永
二
年
説
で
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
寿

永
二
年
説
の
根
拠
と
な
っ
た
建
久
三
年
九
月
十
二
日
政
所
下
文

は
、
直
判
形
式
か
ら
の
切
り
替
え
に
伴
う
発
給
な
の
で
、
先
に

発
給
さ
れ
た
下
文
の
旨
に
任
せ
…
…
と
い
っ
た
文
言
が
記
さ
れ

る
べ
き
だ
が
、『
吾
妻
鏡
』
に
載
せ
ら
れ
た
写
し
に
は
そ
の
文

言
が
な
く
違
和
感
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

②
で
は
、
養
和
元
年
説
を
前
提
と
し
て
、
本
合
戦
は
下
河
辺

荘
の
領
有
を
め
ぐ
る
地
域
紛
争
・
私
戦
で
あ
り
、
勝
利
し
た
小

山
・
下
河
辺
側
が
反
頼
朝
・
親
平
家
方
に
対
す
る
戦
闘
だ
と
説

明
す
る
私
戦
の
公
戦
化
の
一
事
例
と
評
価
し
た
。

　

拙
い
論
考
①
②
に
対
し
、
木
村
茂
光
「
野
木
宮
合
戦
の
政
治

史
的
意
義⑶

」
に
て
全
面
的
な
ご
批
判
を
い
た
だ
き
、
藪
本
勝
治

「
野
木
宮
合
戦⑷

」
で
も
、
年
次
論
の
解
決
が
求
め
ら
れ
た
。
ま

た
拙
稿
②
で
は
『
六
代
勝
事
記
』
野
木
宮
の
合
戦
記
事
の
課
題

を
保
留
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
再
び
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　
一
、
野
木
宮
の
合
戦
の
年
次
に
つ
い
て

１　

建
久
三
年
八
月
五
日
政
所
下
文
に
つ
い
て

　

木
村
論
文
は
、野
木
宮
の
合
戦
に
け
る
志
太
義
広
の
行
動
を
、

頼
朝
に
対
抗
し
関
東
覇
権
を
目
指
す
試
み
と
し
、
対
す
る
頼
朝

も
関
東
覇
権
達
成
に
む
け
、
そ
こ
に
立
ち
塞
が
っ
た
志
太
・
佐

竹
・
常
陸
平
氏
連
合
勢
力
を
駆
逐
し
、
北
は
金
砂
城
―
小
栗
ラ

イ
ン
か
ら
、
南
は
葛
西
―
武
蔵
国
府
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
戦
略

で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
立
論
の
中
で
拙
稿
①
②
で
の
養
和
元

年
説
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
建
久
三
年
の
政
所
下
文
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
五
日

頼
朝
袖
判
下
文（『
吾
妻
鏡
』同
日
条
所
収
）も「
く
だ
く
だ
し
く
」

地
頭
職
補
任
の
由
緒
が
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
形
式
の
補

任
状
が
存
在
し
た
と
考
え
て
も
良
か
ろ
う
と
す
る⑸

。た
だ
し『
吾
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妻
鏡
』
編
纂
時
の
作
為
の
可
能
性
も
排
除
し
難
い
と
さ
れ
て
お

り
、
建
久
三
年
の
政
所
下
文
の
内
容
を
担
保
す
る
に
は
い
た
ら

な
い
。

　

ち
な
み
に
寿
永
二
年
説
の
『
吾
妻
鏡
』
元
久
二
年
（
一
二
〇

五
）
八
月
七
日
条
は
、
謀
反
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
宇
都
宮
頼

綱
の
追
討
を
小
山
朝
政
に
命
じ
る
に
あ
た
り
、
大
江
広
元
が
朝

政
を
説
得
す
る
た
め
、
藤
原
秀
郷
の
後
胤
と
し
て
下
野
の
守
護

を
務
め
て
き
た
小
山
氏
は
宇
都
宮
の
驕
奢
を
鎮
め
る
べ
き
立
場

で
あ
り
、「
去
寿
永
二
年
、
対
二
治
志
太
三
郎
先
生
蜂
起
一
之
間
、

都
鄙
動
レ
感
、
仍
被
レ
行
レ
賞
之
日
、
御
下
文
之
旨
趣
厳
密
」
で

あ
る
と
し
、
宇
都
宮
追
討
を
促
す
場
面
と
な
る
。
こ
こ
で
志
太

義
広
の
乱
が
寿
永
二
年
と
さ
れ
、
そ
れ
は
御
下
文
に
明
示
さ
れ

て
い
る
と
す
る
。
広
元
が
言
及
す
る
「
御
下
文
」
と
は
、
先
の

建
久
三
年
の
下
文
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
寿
永
二
年
の
野

木
宮
合
戦
・
建
久
三
年
の
下
文
・
元
久
二
年
の
宇
都
宮
謀
反
と

い
う
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
は
、
小
山
朝
政
武
勇
譚
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
一
連
の
情
報
で
あ
り
、
信
頼
性
は
限
定
的
で
あ
る
。

２　

足
利
俊
綱
・
忠
綱
親
子
の
滅
亡
に
つ
い
て

　

須
藤
は
従
来
、
寿
永
二
年
説
に
基
づ
き
同
年
が
正
し
い
と
さ

れ
て
き
た
俊
綱
の
滅
亡
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
の
ご
と
く
養

和
元
年
九
月
と
す
べ
き
と
し
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
野
木
宮
の
合

戦
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
お
り
、
木
村
は
そ
の
説

明
を
妥
当
な
も
の
と
し
「
足
利
俊
綱
と
郎
等
桐
生
六
郎
の
滅
亡

は
養
和
元
年
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
要
因
を
野
木
宮
合
戦

に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
が
、
こ
れ

は
野
木
宮
の
合
戦
の
年
次
比
定
に
は
直
接
関
係
の
な
い
分
析
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
須
藤
の
分
析
は
、
俊
綱
滅
亡
が
寿
永
二
年
で

は
な
く
養
和
元
年
だ
と
い
う
点
で
あ
り
野
木
宮
の
合
戦
の
年
次

を
問
う
議
論
で
は
な
い
。

　

藪
本
は
両
説
に
つ
い
て
「
今
後
の
議
論
が
期
待
さ
れ
る
」
と

確
定
を
保
留
し
つ
つ
、
養
和
元
年
の
俊
綱
討
伐
と
野
木
宮
の
合

戦
は
無
関
係
で
あ
り
、
川
合
康
『
源
頼
朝
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
二
一
年
）
で
も
菱
沼
養
和
元
年
説
は
批
判
さ
れ
て
お

り
、
俊
綱
討
伐
と
野
木
宮
の
合
戦
の
無
関
係
説
に
も
と
づ
き
寿

永
二
年
説
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
木
村
・
藪
本
・
川
合

の
主
張
は
、
野
木
宮
の
合
戦
と
連
続
す
る
と
さ
れ
て
き
た
足
利

俊
綱
討
伐
は
養
和
元
年
の
事
実
だ
が
、
同
合
戦
と
は
無
関
係
の

独
自
の
事
件
で
あ
り
、
俊
綱
討
伐
記
事
に
よ
っ
て
野
木
宮
の
合

戦
が
養
和
元
年
と
は
確
定
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
あ
く
ま
で
俊
綱
討
伐
に
つ
い
て
の
事
実
確
認
で
あ
り
、
問
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題
と
な
る
『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年
九
月
七
日
条
に
は
「
嫡
子
又

太
郎
忠
綱
、
同
二
意
三
郎
先
生
義
広
一
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
俊
綱
の
滅
亡
が
嫡
子
忠
綱
の
義
広
同
意
に
か
か
ら
な
く

と
も
、
養
和
元
年
九
月
七
日
以
前
で
の
忠
綱
の
義
広
同
意
、
す

な
わ
ち
俊
綱
討
伐
以
前
に
野
木
宮
の
合
戦
が
行
わ
れ
た
こ
と
の

積
極
的
な
否
定
で
は
な
い
。

　

養
和
元
年
説
に
沿
う
な
ら
ば
、
乱
の
半
年
後
に
首
謀
者
格
の

嫡
子
忠
綱
に
理
由
づ
け
し
て
、
平
家
家
人
で
あ
っ
た
父
俊
綱
の

討
伐
を
頼
朝
が
企
て
る
こ
と
に
な
ん
ら
齟
齬
は
な
い
。
足
利
俊

綱
討
伐
問
題
に
よ
る
拙
稿
①
②
の
批
判
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ

よ
う
が
な
い
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
あ
る
。

３　
『
六
代
勝
事
記
』
に
つ
い
て

　

拙
稿
②
で
は
前
掲
藪
本
論
文
の
初
出
論
文⑹

に
対
し
、
註
⒄
に

お
い
て
、

（
藪
本
が
）『
吾
妻
鏡
』
の
野
木
宮
の
合
戦
記
事
は
『
六
代
勝

事
記
』
か
ら
の
引
用
と
の
定
説
を
採
ら
れ
た
こ
と
は
要
検
討

で
あ
る
。石
井
は『
吾
妻
鏡
』の
養
和
元
年
の
合
戦
記
事
を「
切

り
貼
り
の
誤
謬
」
と
し
た
。
藪
本
は
『
六
代
勝
事
記
』
の
合

戦
記
事
も
養
和
元
年
だ
と
す
る
が
、『
吾
妻
鏡
』独
自
の
誤
謬
・

編
纂
で
あ
れ
ば
、『
六
代
勝
事
記
』
は
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ

た
、
つ
ま
り
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
引
用
し
た
た
め
、
同
様
の
誤

り
を
犯
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
こ
の
場
合
、

『
吾
妻
鏡
』
が
『
六
代
勝
事
記
』
に
先
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

…
…
『
六
代
勝
事
記
』
の
合
戦
記
事
の
年
次
は
、『
吾
妻
鏡
』

と
の
前
後
関
係
の
指
標
と
な
る
重
要
な
事
案
で
あ
り
、
こ
こ

に
付
言
し
後
考
を
待
ち
た
い
。

と
『
六
代
勝
事
記
』
に
つ
い
て
の
課
題
を
投
げ
か
け
た
ま
ま
で

あ
っ
た
の
で
、
本
稿
に
て
再
考
し
て
み
た
い
。

　

註
に
記
し
た
よ
う
に
、
藪
本
は
『
六
代
勝
事
記
』
の
野
木
宮

の
合
戦
記
事
の
直
後
に
清
盛
死
去
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
合
戦
は
養
和
元
年
頃
の
出
来
事
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

と
す
る
。
外
村
久
江
「
六
代
勝
事
記
と
源
光
行⑺

」
は
、
石
井
の

寿
永
二
年
説
を
と
り
な
が
ら
、「
六
代
勝
事
記
で
は
詳
細
な
年

月
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
次
す
ぐ
に
、
平
清
盛
の
な
く

な
っ
た
事
（
こ
れ
は
養
和
元
年
閏
二
月
六
日
〈
四
日
の
誤
り
〉）

を
書
い
て
い
る
の
で
、
や
は
り
吾
妻
鏡
と
同
様
の
時
期
と
し
て

い
る
…
…
事
件
の
起
き
た
日
時
も
同
様
に
間
違
っ
た
場
所
に
は

め
こ
ま
れ
て
い
る
」
と
し
て
お
り
、
や
は
り
『
六
代
勝
事
記
』

野
木
宮
の
合
戦
記
事
を
養
和
元
年
と
読
む
。
一
方
、弓
削
繁「
六

代
勝
事
記
と
吾
妻
鏡
の
構
想⑻

」
で
は
寿
永
二
年
説
を
と
り
、「
治
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承
四
年
の
頼
朝
の
挙
兵
か
ら
寿
永
二
年
七
月
の
平
家
山
門
連
署

に
至
る
間
の
こ
と
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、こ
れ
が
『
吾
妻
鏡
』

の
誤
り
を
誘
発
し
た
も
の
か
」
と
す
る
。

　

つ
ま
り

　
（
１
）
野
木
宮
の
合
戦
は
寿
永
二
年
が
正
し
く
、『
六
代
勝
事

記
』『
吾
妻
鏡
』
は
と
も
に
誤
っ
た
年
次
に
掲
載
す
る
。

　
（
２
）
野
木
宮
の
合
戦
は
寿
永
二
年
が
正
し
く
、『
六
代
勝
事

記
』
で
は
治
承
四
年
～
寿
永
二
年
の
間
に
置
か
れ
て

い
る
た
め
『
吾
妻
鏡
』
は
誤
っ
て
養
和
元
年
に
掲
載

し
た
。

と
い
っ
た
想
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
、

　
（
３
）
野
木
宮
の
合
戦
は
養
和
元
年
が
正
し
く
、『
六
代
勝
事

記
』『
吾
妻
鏡
』
は
と
も
に
正
し
い
年
次
に
掲
載
す
る
。

と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
『
六
代
勝
事
記
』
野
木
宮
の
合
戦
記
事
の
年
次
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
た
い
。
弓
削
繁
校
注
『
六
代
勝
事
記
・
五
代
帝

王
物
語
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
解
説
（
弓
削
）

に
よ
る
と
、
同
記
は
高
倉
・
安
徳
・
隠
岐
（
後
鳥
羽
）・
佐
渡

（
順
徳
）・
当
今
（
後
堀
河
）
六
代
の
重
大
事
件
の
記
録
で
あ
り
、

公
卿
層
の
知
識
人
に
よ
り
、
承
久
の
乱
の
衝
撃
を
契
機
と
し
、

「「
武
者
の
世
」
に
お
け
る
政
治
の
当
為
を
帝
王
の
在
り
方
に
即

し
て
説
く
」
こ
と
を
主
題
と
し
、
貞
応
年
間
（
一
二
二
二
～
四

年
）
に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

序
に
は

和
漢
の
記
録
を
つ
た
え
て
、
治
乱
二
の
政
を
つ
ゝ
し
む
、

ゆ
へ
に
、
い
さ
ゝ
か
先
生
の
徳
失
を
の
こ
し
□
、
お
の
づ

か
ら
後
生
の
官
学
を
す
ゝ
め
む
事
、
身
の
た
め
に
し
て
こ

れ
を
し
る
さ
ず
、
世
の
た
め
民
の
た
め
に
し
て
是
を
記
せ

り
、（
弓
削
校
注
本
よ
り
）

と
あ
り
、
日
本
・
中
国
の
記
録
を
伝
え
て
、
政
治
が
治
ま
る
こ

と
乱
れ
る
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
先
人
の
功
罪
を
遺
し
、
後

世
の
人
の
学
び
と
す
る
た
め
に
記
し
た
と
す
る
。
弓
削
は
本
書

を
「
当
今
」
後
堀
河
天
皇
へ
進
上
す
る
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
と

想
定
す
る
（
弓
削
前
掲
）。

　

野
木
宮
の
合
戦
記
事
も
、
そ
う
し
た
為
政
者
へ
の
諫
言
を
な

す
た
め
の
一
文
で
あ
ろ
う
。本
記
事
は
安
徳
天
皇
記
に
含
ま
れ
、

同
記
は
【
安
徳
天
皇
記
の
構
成
】
に
示
し
た
よ
う
に
内
容
か
ら

１
～
９
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
事
は
安
徳
天
皇
の
在
位

期
に
か
か
わ
ら
ず
保
元
元
年
～
文
治
元
年
に
及
び
、
平
家
の
台

頭
か
ら
滅
亡
ま
で
の
事
項
が
交
錯
し
つ
つ
も
時
系
列
で
配
置
さ
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れ
て
い
る
。
８
冒
頭
に
は
、

平
家
の
懇
祈
は
「
悪
果
き

は
ま
り
て
宿
運
つ
き
ぬ
れ

ば
、
仏
神
丹
祈
を
う
け
給

は
ず
、
保
元
の
春
の
花
、

寿
永
の
秋
の
葉
と
お
ち
は

て
」
て
都
落
ち
し
た
と
あ

る
よ
う
に
、
保
元
の
乱
を

契
機
と
す
る
平
家
の
栄
華

が
、
悪
果
に
よ
り
仏
神
の

加
護
を
得
ら
れ
ず
、
寿
永

二
年
七
月
の
都
落
ち
に
い

た
る
と
い
う
平
家
の
衰
亡

を
仏
神
と
の
か
か
わ
り
で

説
く
。

　

４
野
木
宮
の
合
戦
は
、

志
太
義
広
の
野
心
の
挙
兵

に
対
し
、
頼
朝
は
源
範
頼
・

八
田
知
家
・
小
山
朝
政
ら

に
命
じ
て
「
わ
づ
か
に
千

騎
の
勢
を
も
ち
て
、
数
万
の
兵
を
ほ
ろ
ぼ
し
つ
、
こ
れ
偏
に
天

力
を
あ
た
ふ
る
也
」
と
、
寡
勢
な
が
ら
天
の
加
護
に
よ
り
志
太

の
大
軍
を
退
け
た
と
す
る
。
５
で
中
国
の
周
武
王
・
漢
高
祖
が

天
の
陰
徳
に
よ
り
勝
利
を
得
た
事
例
を
記
し
、「
古
今
是
同
き

も
の
か
」
と
、
天
の
加
護
を
得
た
も
の
が
危
機
を
脱
し
て
勝
利

を
得
る
と
い
う
和
漢
に
通
じ
る
道
理
に
言
及
し
、
６
平
清
盛
の

死
が
記
さ
れ
る
。
７
悪
果
に
よ
っ
て
平
家
の
願
い
は
仏
神
に
拒

絶
さ
れ
る
の
に
対
し
、
３
の
頼
朝
の
挙
兵
は
４
・
５
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
天
の
陰
徳
に
よ
り
勝
利
し
、
９
で
は
後
白
河
の
祈
願

を
石
清
水
八
幡
宮
が
受
容
し
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
仏
神
の

加
護
に
よ
る
平
家
の
滅
亡
・
平
和
の
創
出
と
い
う
、
あ
る
意
味

平
板
な
歴
史
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

安
徳
天
皇
記
に
お
け
る
野
木
宮
の
合
戦
は
、
弓
削
の
説
く
よ

う
に
治
承
四
～
寿
永
二
年
の
記
事
の
間
に
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
文
脈
的
に
天
の
陰
徳
に
よ
る
頼
朝
の
勝
利
と
清
盛
の
死
を

語
る
３
・
４
・
５
・
６
は
一
連
の
叙
述
で
あ
り
、
外
村
・
藪
本

の
い
う
よ
う
に
４
野
木
宮
の
合
戦
の
年
次
は
養
和
元
年
が
順
当

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
３
・
４
・
５
・
６
が
一
連
の
叙
述
で
あ
る
こ
と
は
、
３

の
書
き
出
し
が
「
養
和
元
年
辛
丑
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か

安徳天皇記の構成

１安徳略伝

２清盛・平家の悪行

３頼朝の関東制圧

４野木宮の合戦
５中国の天の陰徳
６清盛の死

７平家の起請文
８平家の都落ち

９後白河と八幡神

治承4.2～文治1.3

治承4.8 ～ 12

保元1.7～治承4.12

養和1.②・寿永 2.2

養和1.2

寿永2.7
寿永2.7～文治１

寿永2.7～文治１.11

記事内容 期間・年次保元１
1156

治承３
1179

治承４
1180

養和１
1181

寿永１
1182

寿永２
1183

元暦１
1184

文治１
1185～

高倉の長子・三歳で即位・海底に入る
保元の乱・平治の乱・鹿ヶ谷事件・安徳即位
以仁王の乱・福原遷都・南都焼討

後白河院の延暦寺入り・院の石清水八幡への
祈禱により西海合戦が終了し平安に

頼朝挙兵・石橋山の合戦・衣笠城の合戦・
安房渡海・上総広富の与力・鎌倉入り・
関東制圧

天の与力により寡勢ながら数万の兵を滅ぼす
周武王・漢高祖が天の陰徳により勝利を得る
清盛の死、先の重盛の死により平家は斜陽に

平家一門の延暦寺への起請文提出
平家都落ち・西海での苦境

○ ○

●

●
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が
わ
れ
る
。
頼
朝
挙
兵
・
関
東
制
圧
は
治
承
四
年
な
の
で
、
も

ち
ろ
ん
単
純
な
誤
り
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
養
和
元
年
の
清
盛

死
去
を
見
据
え
た
見
出
し
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
治
承

四
年
か
ら
始
ま
る
頼
朝
の
戦
い
は
、
天
の
陰
徳
を
得
て
関
東
制

圧
・
志
太
義
広
の
撃
退
、
そ
し
て
養
和
元
年
の
清
盛
死
去
に
い

た
る
の
で
あ
り
、
頼
朝
の
関
東
制
圧
も
養
和
元
年
の
清
盛
死
去

叙
述
の
前
提
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
３
と
４
が
「
爰
（
こ
こ
に
）」
で
接
続
さ
れ
て
お
り
、

頼
朝
の
関
東
制
圧
と
野
木
宮
の
合
戦
が
連
続
す
る
よ
う
に
読
め

る
。
６
と
７
、
８
と
９
は
「
時
に
」
で
接
続
さ
れ
て
お
り
、
前

者
は
養
和
元
年
の
清
盛
の
死
か
ら
二
年
後
の
平
家
一
門
の
起
請

文
、
後
者
は
平
家
の
西
海
漂
流
か
ら
遡
及
し
、
平
家
都
落
ち
へ

の
後
白
河
の
不
同
行
と
時
間
軸
は
連
続
し
て
い
な
い
。
関
東
制

圧
と
野
木
宮
の
合
戦
は
、
治
承
四
年
末
・
養
和
元
年
初
頭
と
連

続
す
る
の
で
「
こ
こ
に
」
で
接
続
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

４
野
木
宮
の
合
戦
記
事
は
６
清
盛
死
去
の
閏
二
月
四
日
の
前

に
置
か
れ
て
い
る
の
で
、『
保
暦
間
記
』
の
よ
う
に
二
月
二
十

三
日
に
義
広
蜂
起
と
す
れ
ば
理
解
し
や
す
い
。
し
か
し
『
吾
妻

鏡
』の
義
広
挙
兵
は
閏
二
月
二
十
日
な
の
で
清
盛
死
後
と
な
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
『
六
代
勝
事
記
』
は
時
系
列
に
厳
密
で
は
な

い
の
で
、「
天
の
陰
徳
に
よ
る
頼
朝
の
勝
利
」
→
「
清
盛
の
死
」

と
い
う
筋
立
て
の
た
め
、『
六
代
勝
事
記
』
は
故
意
に
記
事
を

前
後
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。『
吾
妻
鏡
』
は
こ
れ
に
従
わ
ず
、

清
盛
死
後
に
野
木
宮
の
合
戦
記
事
を
置
い
て
お
り
、
こ
れ
は
独

自
の
情
報
に
拠
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

記
事
が
養
和
元
年
閏
二
月
頃
だ
と
し
て
、
そ
の
信
頼
性
は
い

か
が
で
あ
ろ
う
。
貞
応
年
間
成
立
の
『
六
代
勝
事
記
』
野
木
宮

の
合
戦
記
事
が
『
吾
妻
鏡
』
に
引
用
さ
れ
た
い
う
理
解
は
、
藪

本
・
弓
削
に
定
説
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
五
味
文
彦「『
吾

妻
鏡
』
の
構
成
と
原
史
料⑼

」
で
は
「
確
か
に
『
平
家
物
語
』『
六

代
勝
事
記
』
と
『（
吾
妻
）
鏡
』
と
で
は
よ
く
似
た
記
事
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
史
料
を
違
っ
た
形
で
利
用
し

た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
、
直
接
的
な
引
用
関
係
を

否
定
す
る
。
私
も
五
味
の
意
見
に
同
感
で
あ
る⑽

。
五
味
が
論
じ

る
よ
う
に
『
六
代
勝
事
記
』『
吾
妻
鏡
』
が
同
じ
史
料
を
違
っ

た
形
で
利
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
元
の
史
料
そ
れ
ぞ
れ
が

誤
り
を
犯
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
藪
本
に
よ
る
と
『
吾
妻
鏡
』
野
木
宮
の
合
戦
記
事
は
、

『
六
代
勝
事
記
』
の
み
な
ら
ず
小
山
氏
の
勲
功
譚
と
い
う
私
的

か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
言
説
を
核
と
し
、
さ
ら
に
同
じ
く
ロ
ー
カ
ル
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な
足
利
忠
綱
の
物
語
を
も
組
み
込
ん
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
と
さ

れ
、
こ
れ
ら
史
料
・
伝
承
は
み
な
年
次
を
養
和
元
年
と
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
疑
義
を
差
し
挟
み
寿
永
二
年
説
を
採
る

の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
も
し
『
吾
妻
鏡
』
に
寿
永
二
年

か
ら
養
和
元
年
へ
と
の
改
編
・
錯
誤
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
先

行
す
る
『
六
代
勝
事
記
』
へ
の
改
編
は
も
と
よ
り
あ
り
得
な
い
。

あ
る
い
は
益
田
宗⑾

の
主
張
す
る
よ
う
に
、『
吾
妻
鏡
』が
先
行
し
、

そ
れ
を
『
六
代
勝
事
記
』
が
踏
襲
し
た
と
理
解
す
れ
ば
別
で
あ

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
益
田
説
は
支
持
さ
れ
て
い
な
い
。

　

す
な
わ
ち
年
次
比
定
に
は
『
六
代
勝
事
記
』『
吾
妻
鏡
』
の

情
報
源
の
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
。
藪
本
は
『
吾
妻
鏡
』
編
纂

資
料
に
『
六
代
勝
事
記
』
と
「
小
山
氏
の
勲
功
譚
」
を
あ
げ
、

外
村
は
同
記
著
者
に
源
光
行
を
想
定
し
、
光
行
が
承
久
の
乱
で

の
罪
科
に
よ
り
小
山
朝
政
に
預
け
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る⑿

。

あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
光
行
が
朝
政
に
預
け
ら
れ
た
際
、

小
山
氏
の
勲
功
譚
が
直
接
光
行
に
受
容
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘

で
き
る
だ
ろ
う
。
外
村
は
平
家
・
頼
朝
・
後
鳥
羽
に
仕
え
た
経

歴
、
著
述
し
た
「
蒙
求
和
歌
」「
百
詠
和
歌
」
と
『
六
代
勝
事

記
』
と
の
共
通
性
か
ら
同
記
の
著
者
と
し
て
光
行
を
想
定
し
た

が
、
増
田
欣
・
弓
削
繁
ら
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る⒀

。
焦
点
は

本
記
冒
頭
で
著
者
の
過
去
・
現
在
を
語
る
次
の
一
文
で
あ
る
。

　
　

昔
は
蓬
壷
の
月
に
か
げ
を
ま
じ
へ
、
今
は
蓮
台
の
雲
に
望

　
　

を
か
け
た
る
世
す
て
人
侍
り

　

蓬
壷
＝
内
裏
で
、
月
＝
公
卿
を
意
味
す
る
の
で
弓
削
は
「
作

者
は
も
と
公
卿
で
あ
り
、
今
は
世
捨
人
」
と
し
、
増
田
は
「
源

光
行
よ
り
は
今
一
つ
上
級
の
階
層
に
属
す
る
人
物
」
と
し
、
京

武
者
の
家
系
・
諸
大
夫
身
分
の
光
行
は⒁

、
公
卿
層
に
は
ほ
ど
遠

い
た
め
著
者
説
は
退
け
ら
れ
た
。
し
か
し
先
の
一
文
を
も
っ
て

著
者
を
公
卿
層
に
比
定
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。「
蓬
壷
の
月

に
か
げ
を
ま
じ
へ
」
の
「
か
げ
」
は
姿
の
意
味
で
、
内
裏
の
公

卿
に
姿
を
交
え
る
、
つ
ま
り
か
つ
て
自
分
は
内
裏
の
公
卿
た
ち

と
交
わ
っ
た
と
の
意
味
で
は
な
い
か
。「
蓬
壷
の
月
」
の
対
語

が
「
蓮
台
の
雲
」
で
、
蓮
台
の
雲
は
往
生
極
楽
・
来
迎
と
い
う

憧
れ
の
対
象
と
な
る
。
内
裏
の
公
卿
ら
は
、
著
者
に
と
っ
て
往

生
極
楽
と
同
様
に
仰
ぎ
見
る
存
在
、
つ
ま
り
彼
は
公
卿
層
で
は

な
か
ろ
う
。

　

光
行
は
諸
大
夫
身
分
で
文
芸
に
通
じ
平
家
・
幕
府
・
後
鳥
羽

院
に
仕
え⒂

、「
醍
醐
雑
抄
」
に
は
平
家
物
語
制
作
に
も
「
合
戦

之
事
」
に
つ
い
て
か
か
わ
っ
た
と
み
え⒃

、
本
記
の
著
者
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
。
外
村
は
野
木
宮
の
合
戦
記
事
で
の
朝
政
の
注
記
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「
今
は
廷
尉
」
に
着
目
し
て
お
り
、『
吾
妻
鏡
』
に
朝
政
は
承
久

三
年
八
月
二
日
条
ま
で
「
左
衛
門
尉
」
で
記
載
さ
れ
、
貞
応
三

年
閏
七
月
一
日
条
で
は
「
小
山
判
官
」
で
、
そ
れ
以
前
、
同
二

年
十
月
二
十
五
日
関
東
下
知
状⒄

に
「
小
山
判
官
朝
政
」
と
み
え

る
。
す
な
わ
ち
「
小
山
の
四
郎
（
朝
政
）〈
今
廷
尉
〉」
の
今
は

貞
応
二
年
以
後
の
こ
と
と
な
ろ
う
。
本
記
の
成
立
は
貞
応
年
間

と
あ
り
、
さ
ら
に
本
文
中
に
貞
応
二
年
五
月
の
土
御
門
上
皇
阿

波
国
遷
御
記
事
が
あ
る
の
で
こ
れ
以
後
と
さ
れ
る⒅

。
本
記
の
成

立
と
朝
政
の
検
非
違
使
任
官
は
ほ
ぼ
同
時
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
時
期
に
光
行
は
朝
政
の
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
。『
六
代

勝
事
記
』
で
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
正
月
二
十
三
日
の
記

事
に
、
京
都
で
蜂
起
し
た
城
長
茂
が
「
小
山
の
判
官
」
の
宿
所

へ
乱
入
し
た
と
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』『
玉
葉
』
な
ど
に
も
載
る
有

名
な
事
件
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
、
朝
政
は
検
非
違
使

で
は
な
く
『
吾
妻
鏡
』
な
ど
の
「
左
衛
門
尉
」
が
正
し
い
。
こ

れ
は
囚
人
と
な
り
そ
の
預
か
り
主
で
あ
る
朝
政
が
検
非
違
使
に

任
官
し
た
、
そ
の
印
象
が
大
き
い
か
ら
こ
そ
の
誤
り
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

な
ぜ
野
木
宮
の
合
戦
が
『
六
代
勝
事
記
』
で
大
き
く
採
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
か
つ
て
益
田
・
外
村
が
疑
問
を
呈
し
て

い
た
が⒆

、
光
行
―
朝
政
の
つ
な
が
り
を
前
提
と
す
れ
ば
理
由
は

明
確
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
本
合
戦
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
理
由
、
そ
れ
も
合
戦
の
情
報
が
、
平
家
物

語
成
立
以
後
の
貞
応
年
間
に
朝
政
か
ら
光
行
に
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
と
考
え
れ
ば
合
点
が
ゆ
く
だ
ろ
う
。
光
行
が
朝
政
に
取
材

し
て
得
た
情
報
が
、『
六
代
勝
事
記
』
も
し
く
は
そ
の
原
資
料

に
採
り
入
れ
ら
れ
た
蓋
然
性
は
高
く
、
信
頼
に
た
る
情
報
と
考

え
ら
れ
る
。

　
『
六
代
勝
事
記
』
野
木
宮
の
合
戦
記
事
は
、
外
村
・
藪
本
の

論
じ
る
よ
う
に
養
和
元
年
に
比
定
さ
れ
、『
吾
妻
鏡
』
成
立
の

遙
か
以
前
貞
応
年
間
、
朝
廷
・
幕
府
双
方
に
通
じ
た
源
光
行
の

よ
う
な
存
在
に
よ
り
、
お
そ
ら
く
は
小
山
朝
政
ら
に
直
接
取
材

し
た
情
報
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

認
識
が
崩
さ
れ
な
い
限
り
、
本
合
戦
の
年
次
は
養
和
元
年
と
す

べ
き
と
考
え
る
。

　
二
、
野
木
宮
の
合
戦
の
政
治
的
位
置
付
け

１　

北
関
東
の
三
つ
の
紛
争　

　

木
村
は
、
志
太
義
広
の
挙
兵
は
「
あ
く
ま
で
も
反
頼
朝
を
目

指
し
た
政
治
的
行
動
」
で
、
野
木
宮
の
合
戦
を
「
源
氏
武
士
団
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の
間
の
覇
権
闘
争
」
だ
と
し
、
常
陸
平
氏
下
妻
広
幹
の
動
向
・

金
砂
合
戦
・
鹿
島
社
領
押
領
問
題
と
い
う
一
連
の
政
治
動
向
を

関
連
付
け
て
捉
え
る
必
要
を
説
く
。
拙
稿
①
②
に
そ
う
し
た
政

治
面
か
ら
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
と
の
木
村
の
指
摘
は
妥
当
で

あ
る
。

　

木
村
の
他
の
論
文
・
著
書⒇

で
の
説
明
を
加
え
て
ま
と
め
れ
ば
、

下
妻
広
幹
を
中
心
と
す
る
常
陸
平
氏
と
佐
竹
忠
義
（
義
政
）
は

反
頼
朝
で
連
携
し
て
お
り
、
こ
れ
を
脅
威
と
し
た
頼
朝
は
、
治

承
四
年
十
一
月
、
佐
竹
を
金
砂
城
に
攻
め
て
奥
州
花
園
城
に
追

い
、
下
野
・
常
陸
の
交
通
の
要
衝
を
抑
え
る
小
栗
重
成
・
岩
瀬

を
味
方
に
引
き
入
れ
、
志
太
義
広
・
下
妻
広
幹
の
鹿
島
社
領
へ

の
進
出
の
試
み
に
対
し
て
は
、
養
和
元
年
二
月
二
十
八
日
、
義

広
の
同
社
領
掠
領
の
停
止
を
命
じ
て
退
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
義

広
・
広
幹
は
筑
波
山
南
麓
と
霞
ヶ
浦
周
辺
に
押
さ
え
込
ま
れ
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
打
開
の
た
め
野
木
宮
の
合
戦
が
引
き
起
こ

さ
れ
た
と
な
る
。

　

木
村
に
先
だ
っ
て
金
砂
城
の
合
戦
の
政
治
的
意
義
を
論
じ
た

高
橋
修
は
、
佐
竹
・
上
総
・
千
葉
ら
豪
族
級
領
主
は
、
常
総
地

域
に
て
陸
上
・
水
上
流
通
支
配
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
競
合
し

て
お
り
、
奥
州
藤
原
氏
と
む
す
ん
だ
佐
竹
氏
が
相
馬
御
厨
な

ど
常
総
内
海
へ
進
出
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
衝
突
の
要
因
と

す
る㉑

。
頼
朝
は
彼
ら
の
競
合
関
係
を
利
用
し
な
が
ら
自
律
的

な
系
列
化
の
動
き
を
分
断
し
、
関
東
を
政
権
基
盤
と
し
て
安
定

化
さ
せ
、
京
都
と
の
政
権
抗
争
を
有
利
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
す
る
。
こ
の
高
橋
の
説
明
を
受
け
須
藤
聡
（
前
掲
論
文
）

は
、
翌
年
九
月
の
足
利
俊
綱
討
伐
も
佐
竹
攻
撃
と
同
様
に
頼
朝

に
よ
る
「
豪
族
級
領
主
層
の
連
携
分
断
」
の
試
み
と
す
る
。
俊

綱
は
内
乱
以
前
か
ら
競
合
し
て
い
た
下
野
の
足
利
義
兼
・
上
野

の
新
田
義
重
が
頼
朝
傘
下
に
参
じ
、
一
門
の
佐
貫
広
綱
が
御
家

人
と
し
て
重
用
さ
れ
る
な
ど
本
家
の
統
制
力
が
低
下
す
る
な
か

で
、
平
家
か
ら
東
国
の
自
立
的
勢
力
へ
の
働
き
か
け
が
活
発
化

し
、
さ
ら
に
は
奥
州
藤
原
氏
・
木
曾
義
仲
ら
と
連
携
し
て
反
頼

朝
包
囲
網
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
機
感
か
ら
排
除
さ
れ
た

と
の
想
定
で
あ
る
。

　

金
砂
城
の
合
戦
・
野
木
宮
の
合
戦
・
足
利
俊
綱
討
伐
と
い
う

三
つ
の
合
戦
は
、
い
ず
れ
も
利
根
川
水
系
・
香
取
内
海
と
東
山

道
・
東
海
道
・
奥
大
道
が
交
差
す
る
奥
州
と
関
東
の
接
触
地
域

で
行
わ
れ
た
。
治
承
四
年
十
月
、
頼
朝
勢
力
は
南
関
東
を
抑
え

て
鎌
倉
を
本
拠
に
定
め
、
同
十
八
日
に
黄
瀬
川
の
合
戦
で
平
家

軍
を
退
け
る
と
、
駿
河
・
遠
江
・
甲
斐
と
い
う
西
側
は
同
盟
関
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係
に
あ
る
甲
斐
源
氏
武
田
信
義
・
安
田
義
定
に
委
ね
、
十
二
月
、

西
上
野
に
進
出
し
て
い
た
木
曾
義
仲
は
、
信
濃
へ
退
き
進
路
を

北
陸
へ
向
け
た
。
こ
の
よ
う
な
関
東
周
辺
の
政
治
的
・
軍
事
的

状
況
下
で
、
頼
朝
の
視
線
が
北
側
の
上
野
・
下
野
・
常
陸
地
域

に
向
け
ら
れ
、
金
砂
城
の
合
戦
・
足
利
俊
綱
討
伐
が
引
き
起
こ

さ
れ
た
わ
け
で
、野
木
宮
の
合
戦
も
こ
の
時
期
が
適
当
で
あ
る
。

木
村
が
説
く
金
砂
城
の
合
戦
・
鹿
島
社
領
押
領
事
件
と
野
木
宮

の
合
戦
と
の
関
連
性
も
、
野
木
宮
の
合
戦
を
そ
の
翌
々
年
と
す

る
よ
り
、
同
年
閏
二
月
と
す
る
ほ
う
が
理
解
は
容
易
で
あ
る
。

２　

紛
争
の
質
的
変
化

　

北
関
東
の
制
圧
と
い
う
頼
朝
の
政
治
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
金

砂
城
の
合
戦
・
野
木
宮
の
合
戦
・
足
利
俊
綱
討
伐
は
一
連
の
軍

事
活
動
と
考
え
ら
れ
る
が
、
参
加
し
た
頼
朝
軍
の
編
成
か
ら
み

る
と
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
傾
向
が
明
ら
か
と
な
る
。

　【
金
砂
城
の
合
戦
】

　
＊
千
葉
常
胤
　
＊
上
総
広
常
　
＊
三
浦
義
澄
　
＊
土
肥
実
平

　
＊
下
河
辺
行
平
　
同
義
政
　
＊
和
田
義
盛
　
＊
土
屋
宗
遠
　

　
＊
佐
々
木
定
綱
　
＊
同
盛
綱
　
熊
谷
直
実
　
平
山
季
重

　

こ
こ
に
名
前
の
み
え
る
頼
朝
軍
兵
の
ほ
と
ん
ど
は
、
十
月
二

十
三
日
の
相
模
国
府
で
の
論
功
行
賞
に
み
え
る
（
＊
印
『
吾
妻

鏡
』
同
日
条
）。
彼
ら
は
黄
瀬
川
の
合
戦
の
帰
路
で
あ
り
、
当

時
の
主
力
部
隊
と
考
え
ら
れ
る
が
、
挙
兵
メ
ン
バ
ー
の
土
肥
・

土
屋
・
佐
々
木
、
房
総
半
島
参
加
の
三
浦
・
和
田
・
千
葉
・
上

総
、
そ
れ
に
源
家
譜
代
の
党
的
武
士
の
平
山
と
い
う
広
範
な
地

域
か
ら
な
る
混
成
部
隊
で
あ
り
、
そ
れ
を
佐
竹
攻
撃
に
参
加
さ

せ
る
た
め
に
は
、
維
盛
率
い
る
平
家
軍
と
の
対
決
に
相
当
す
る

よ
う
な
大
義
名
分
・
戦
闘
目
的
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

上
総
・
千
葉
氏
と
佐
竹
氏
と
の
地
域
紛
争
と
い
う
私
的
な
対
立

で
は
な
く
、
朝
敵
追
討
・
源
家
再
興
と
い
っ
た
公
戦
が
相
応
し

い
。
高
橋
・
木
村
は
同
合
戦
へ
の
頼
朝
の
能
動
性
を
主
張
す
る

が
、
そ
れ
は
人
員
か
ら
み
て
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　【
野
木
宮
の
合
戦
】

　
◎
小
山
朝
政
　
◎
（
初
）
小
山
宗
政
　
◎
下
河
辺
行
平

　
〇
下
河
辺
政
義
　（
初
）
足
利
有
綱
　
〇
（
初
）
佐
野
基
綱

　
〇
（
初
）
阿
曽
沼
広
綱
　（
初
）
木
村
信
綱
　（
の
み
）
太
田
行
朝

　
◎
（
初
）
八
田
知
家
　（
の
み
）
下
妻
清
氏
　

　
◎
（
初
）
小
野
寺
道
綱
　
〇
小
栗
重
成
　
〇
（
初
）
宇
都
宮
信
房

　（
の
み
）
鎌
田
為
成
　（
の
み
）
湊
河
景
澄
　
◎
（
初
）
源
範
頼

　

野
木
宮
の
合
戦
の
頼
朝
方
一
七
名
の
う
ち
『
吾
妻
鏡
』
初
出

が
一
二
名
と
多
数
を
占
め
て
お
り
、
未
だ
御
家
人
化
さ
れ
て
い
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な
い
武
士
ら
に
よ
る
攻
撃
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
◎

は
頼
朝
の
行
列
供
奉
回
数
が
三
回
以
上
、〇
は
供
奉
経
験
者
と
、

後
に
は
御
家
人
と
し
て
定
着
し
て
い
る
も
の
が
多
い㉒

。
こ
と
に

◎
の
四
名
は
頼
朝
の
近
く
に
仕
え
る
中
核
的
御
家
人
（
鎌
倉
内

供
奉
衆
）
で
あ
り
、
同
合
戦
を
契
機
と
し
て
北
関
東
の
武
士
が

御
家
人
に
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

拙
稿
②
③
で
は
、
本
合
戦
は
反
頼
朝
勢
力
の
攻
撃
か
ら
の

防
御
戦
で
は
な
く
、
下
河
辺
荘
支
配
を
め
ぐ
る
私
戦
で
あ
り
、

当
知
行
す
る
志
太
義
広
と
本
知
行
者
下
河
辺
行
平
に
、
一
族

や
周
辺
勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
与
力
し
た
地
域
紛
争
・
私
戦
と
し

た
。
本
来
、
局
所
的
な
紛
争
が
大
規
模
化
し
、
頼
朝
へ
の
敵
対
・

対
平
家
戦
と
認
定
さ
れ
恩
賞
給
付
に
い
た
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ

る
私
戦
の
公
戦
化
と
い
う
内
乱
の
構
造
と
、
地
域
に
お
け
る

合
力
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も
の
と
説
明
し
た
が
、
そ
れ
は
今
回

の
人
員
の
分
析
か
ら
し
て
も
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
。
木
村

は
、政
平
が
頼
朝
を
裏
切
り
志
太
方
に
つ
い
た
の
は
「
不
可
解
」

だ
と
し
た
拙
稿
②
に
つ
き
、「
常
陸
大
掾
氏
一
族
の
動
向
を
踏

ま
え
て
、「
地
理
的
」、「
日
常
的
」
な
関
係
か
ら
あ
り
得
る
と

い
う
」
野
口
実㉓

の
説
明
を
正
鵠
と
す
る
。
つ
ま
り
関
政
平
が
志

太
方
に
与
力
し
た
こ
と
は
、
地
縁
関
係
か
ら
し
て
適
当
で
あ

り
「
不
可
解
」
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
で
あ
ろ
う
。

　

野
口
の
説
明
と
は
、
常
陸
大
掾
氏
が
志
太
方
か
日
和
見
で

あ
っ
た
の
に
、
下
妻
清
氏
・
小
栗
重
成
が
小
山
・
八
田
方
に
つ

い
た
の
は
、
そ
の
所
領
が
下
野
国
境
付
近
で
地
理
的
・
日
常
的

に
関
係
が
深
く
、
一
方
の
関
政
平
は
常
陸
に
所
領
が
あ
っ
た
か

ら
と
な
る
。
つ
ま
り
地
縁
に
よ
る
参
戦
・
合
力
で
あ
り
、
全
く

否
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
拙
稿
②
で
不
可
解
と

し
た
の
は
、源
家
譜
代
の
家
人
で
あ
る
政
平
が
、頼
朝
を
裏
切
っ

て
志
太
方
に
味
方
し
た
点
で
あ
る
。
野
口
の
想
定
に
沿
う
な
ら

ば
、
頼
朝
の
許
に
参
じ
て
い
た
政
平
は
、
下
総
・
下
野
・
常
陸

方
面
で
の
軍
事
的
緊
張
を
知
り
、紛
争
地
へ
駆
け
つ
け
地
理
的
・

日
常
的
に
関
係
が
深
か
っ
た
志
太
・
常
陸
大
掾
一
族
に
与
力
し
、

志
太
方
を
退
け
勝
利
し
た
下
河
辺
・
小
山
ら
は
、
志
太
方
を
反

頼
朝
勢
力
の
蜂
起
と
報
告
し
頼
朝
は
そ
れ
を
承
認
し
た
と
な
ろ

う
。
こ
の
点
、
野
口
の
説
明
は
拙
稿
②
と
齟
齬
す
る
と
こ
ろ
で

は
な
い
。

　

頼
朝
は
志
太
勢
力
の
敗
北
・
下
河
辺
氏
の
勝
利
と
い
う
地
域

紛
争
の
結
果
を
追
認
し
、
合
力
者
を
御
家
人
体
制
に
組
み
込
む

こ
と
で
、
北
関
東
地
域
の
支
配
を
確
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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　【
足
利
俊
綱
討
伐
】

　
和
田
義
茂
　
三
浦
義
連
　
葛
西
清
重
　
宇
佐
美
実
政

　
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
足
俊
綱
は
足
利
荘
を
平
家
よ
り
安

堵
さ
れ
る
な
ど
元
平
家
家
人
で
、
さ
ら
に
嫡
子
忠
綱
は
志
太
義

広
方
に
味
方
し
て
頼
朝
に
敵
対
し
た
。
頼
朝
は
こ
の
罪
科
を
許

さ
ず
、
養
和
元
年
九
月
七
日
、
追
討
の
命
令
を
下
し
和
田
義
茂

に
三
浦
義
連
以
下
三
名
を
添
え
て
派
遣
し
た
。
し
か
し
義
茂
の

到
着
以
前
に
俊
綱
は
そ
の
配
下
の
桐
生
六
郎
に
斬
首
さ
れ
、
義

茂
の
報
告
は
同
十
三
日
、
頼
朝
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

説
明
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
年
代
は
も
と
よ
り
要
因
な

ど
様
々
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
派
遣
さ
れ
た
四
名
は
、

全
て
養
和
元
年
四
月
七
日
に
定
め
ら
れ
た
頼
朝
の
寝
所
に
宿
直

す
る
寝
所
近
辺
伺
候
衆
一
一
名
に
属
す
る
点
に
、
紛
争
の
本
質

が
表
出
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
一
一
人
は
、

　

北
条
義
時　

下
河
辺
行
平　

結
城
朝
光　

和
田
義
茂

　

梶
原
景
季　

宇
佐
美
実
政　

榛
谷
重
朝　

葛
西
清
重

　

三
浦
義
連　

千
葉
胤
正  

八
田
知
重

で
あ
り
、
彼
等
は
頼
朝
の
最
側
近
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
常
に
近

く
に
伺
候
し
、謀
略
に
も
か
か
わ
る
な
ど
信
頼
さ
れ
た
家
人
で
、

主
に
石
橋
山
の
合
戦
後
に
頼
朝
に
参
じ
た
小
山
・
千
葉
・
三
浦
・

秩
父
と
い
う
大
規
模
武
士
団
の
第
二
世
代
か
ら
選
抜
さ
れ
て
い

る㉔

。
養
和
元
年
六
月
十
九
日
、
頼
朝
が
三
浦
へ
渡
御
し
た
際
、

上
総
広
常
が
騎
乗
の
ま
ま
会
釈
し
た
の
を
無
礼
と
咎
め
た
の
が

三
浦
義
連
で
あ
り
（『
吾
妻
鏡
』）、
頼
朝
の
権
威
を
支
え
施
策

を
実
行
し
て
ゆ
く
手
足
と
し
て
将
軍
権
力
の
構
築
を
担
っ
て
い

た
。俊
綱
討
伐
は
そ
の
側
近
集
団
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
て
お
り
、

よ
り
頼
朝
の
主
体
性
・
主
導
性
が
強
い
。

　

金
砂
城
の
合
戦
・
野
木
宮
の
合
戦
が
大
規
模
な
軍
事
衝
突
を

伴
っ
た
の
に
対
し
、
俊
綱
討
伐
は
配
下
の
裏
切
り
に
よ
り
早
々

に
終
息
し
て
お
り
、
軍
事
衝
突
に
も
い
た
ら
な
い
。
ま
た
俊
綱

遺
領
は
収
公
さ
れ
る
が
、
妻
子
ら
は
本
宅
資
財
が
安
堵
さ
れ
、

主
人
を
誅
し
た
桐
生
六
郎
以
外
の
桐
生
の
人
々
を
は
じ
め
と
し

て
降
参
者
は
宥
免
さ
れ
る
な
ど
（『
吾
妻
鏡
』）、
政
治
的
に
藤

姓
足
利
氏
勢
力
の
取
り
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
須
藤
が
指
摘

す
る
足
利
俊
綱
―
忠
綱
の
家
長
権
力
の
後
退
と
、
庶
子
の
独
立

と
い
う
地
域
的
問
題
と
と
も
に
、
北
関
東
地
域
で
の
頼
朝
体
制

の
安
定
化
が
、
紛
争
の
政
治
的
解
決
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

三
つ
の
紛
争
を
経
て
の
養
和
二
年
正
月
二
十
八
日
、
頼
朝
は

伊
勢
神
宮
に
砂
金
・
神
馬
を
奉
納
す
る
。
そ
の
砂
金
百
両
は
千
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葉
常
胤
と
小
山
朝
政
が
用
意
し
、
神
馬
は

　

江
戸
重
長　

下
河
辺
政
義　

武
田
義
信　

吾
妻
八
郎

　

馬
場
資
幹㉕　

豊
田
幹
重　

小
栗
重
成　

葛
西
清
重

　

河
越
重
頼　

中
村
宗
平

ら
が
潔
斎
の
上
、
進
上
し
て
い
る
。
小
山
・
馬
場
・
豊
田
・
小

栗
な
ど
北
関
東
の
紛
争
の
当
事
者
た
ち
は
、
千
葉
・
武
田
・
河

越
な
ど
と
と
も
に
、
頼
朝
の
祈
願
、
す
な
わ
ち
平
家
打
倒
・
源

家
再
興
の
実
現
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が

み
て
と
れ
る
。

　

同
月
一
日
、
頼
朝
の
鶴
岡
参
詣
の
際
に
は
、
佐
野
基
綱㉖

が
神

馬
を
引
き
、
二
十
三
日
、
上
総
広
常
は
頼
朝
へ
の
潔
白
を
誓
っ

て
保
護
し
て
い
た
貴
種
平
時
家
を
進
上
す
る
。
野
木
宮
の
合
戦

に
み
え
る
足
利
（
戸
矢
古
）
有
綱
・
基
綱
父
子
は
、
甥
の
忠
綱

に
従
っ
て
宇
治
河
合
戦
に
参
加
し
て
お
り㉗

、
阿
曽
沼
広
綱
・
木

村
信
綱
は
基
綱
の
弟
と
な
る
（『
尊
卑
分
脈
』）。
つ
ま
り
金
砂

城
の
合
戦
に
か
か
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
常
陸
平
氏
の
馬
場
・
豊
田
、

野
木
宮
の
合
戦
の
小
山
・
佐
野
・
阿
曽
沼
・
木
村
ら
は
、
お
お

よ
そ
寿
永
元
年
初
頭
に
は
頼
朝
御
家
人
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、

一
定
の
地
位
を
得
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
北
関
東
の
御

家
人
制
も
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
寿
永
二
年
段
階

で
、
野
木
宮
の
合
戦
の
よ
う
な
大
規
模
な
地
域
紛
争
・
私
戦
が

勃
発
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
逆
に
同
合
戦
が
先
に
示
し
た
関

政
平
の
合
力
や
下
河
辺
行
平
の
自
力
救
済
を
本
質
と
す
る
な
ら

ば
、
養
和
元
年
が
政
治
的
に
も
相
応
し
い
。

　

ま
と
め

　

鎌
倉
時
代
初
頭
、
下
野
国
野
木
神
社
付
近
に
て
行
わ
れ
た
野

木
宮
の
合
戦
の
年
次
と
、
そ
の
政
治
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

　

ま
ず
年
次
に
つ
い
て
、
寿
永
二
年
説
の
根
拠
と
な
る
建
久
三

年
政
所
下
文
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
引
用
と
い
う
史
料
的
制
約
が

回
避
で
き
な
い
こ
と
、
足
利
俊
綱
討
伐
の
要
因
が
、
野
木
宮
の

合
戦
に
関
連
し
た
も
の
で
は
な
く
と
も
、
寿
永
二
年
説
の
強
化

に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
『
六
代
勝
事
記
』

の
本
合
戦
記
事
は
、
養
和
元
年
閏
二
月
頃
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
そ
の
情
報
は
、
朝
幕
政
治
に
通
じ
た
文
化
人
で
あ

り
同
記
の
作
者
と
も
さ
れ
る
源
光
行
が
、
小
山
朝
政
か
ら
直
接

的
に
得
た
情
報
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
の
信
頼
性
を
確

認
し
た
。

　

次
に
政
治
的
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
本
合
戦
が
養
和
元
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年
閏
二
月
と
す
れ
ば
、
金
砂
城
の
合
戦
・
足
利
俊
綱
討
伐
と
、

北
関
東
で
一
年
弱
に
紛
争
が
集
中
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
関

連
性
が
問
わ
れ
る
。
黄
瀬
川
の
合
戦
で
平
家
軍
を
追
い
返
し
た

後
、
鎌
倉
を
拠
点
と
し
て
伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
・
房
総
と
東
海

道
を
制
圧
し
た
頼
朝
勢
力
は
、
西
は
甲
斐
源
氏
、
信
濃
は
木
曾

義
仲
と
の
棲
み
分
け
が
な
り
、
北
関
東
へ
の
対
応
が
当
面
の
課

題
と
な
っ
た
。
同
地
域
に
お
い
て
佐
竹
氏
は
上
総
・
千
葉
氏
と

の
矛
盾
を
抱
え
て
お
り
、
両
氏
の
積
極
性
に
頼
朝
が
乗
る
か
た

ち
で
佐
竹
攻
撃
が
遂
行
さ
れ
、
佐
竹
氏
は
滅
亡
こ
そ
免
れ
る
が

一
族
の
分
裂
を
招
き
大
き
く
勢
力
を
後
退
さ
せ
る
。
志
太
義
広

と
下
河
辺
氏
は
と
も
に
頼
朝
と
の
関
係
を
構
築
し
つ
つ
も
、
下

河
辺
荘
支
配
を
め
ぐ
っ
て
武
力
衝
突
を
引
き
起
こ
し
、
下
河
辺

方
は
多
く
の
合
力
を
得
て
勝
利
し
、
そ
れ
を
頼
朝
軍
と
し
て
の

勝
利
に
転
化
す
る
。
頼
朝
勢
力
の
絶
体
化
が
進
行
す
る
中
で
、

秀
郷
流
藤
原
氏
の
惣
領
足
利
俊
綱
は
、
そ
の
軍
事
的
・
政
治
的

圧
力
に
屈
す
る
。

　

頼
朝
は
養
和
二
年
初
頭
ま
で
に
は
、
こ
う
し
た
紛
争
を
契
機

と
し
て
地
域
勢
力
を
麾
下
に
収
め
、
北
関
東
地
域
の
制
圧
を
完

了
さ
せ
た
。
政
治
史
的
に
野
木
宮
の
合
戦
を
養
和
元
年
閏
二
月

に
置
く
こ
と
の
合
理
性
は
明
確
で
、
か
つ
『
吾
妻
鏡
』『
六
代

勝
事
記
』
の
記
事
も
同
年
月
と
理
解
す
る
こ
と
の
整
合
性
は
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

註
⑴
『
石
井
進
著
作
集　

第
五
巻　

鎌
倉
武
士
の
実
像
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

⑵
高
橋
修
編
『
実
像
の
中
世
武
士
団
』（
高
志
書
院
、
二
〇

一
〇
年
）

⑶
『
帝
京
史
学
』
三
七
、
二
〇
二
二
年

⑷
『『
吾
妻
鏡
』
の
合
戦
叙
述
と
〈
歴
史
〉
構
築
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
二
二
年
）

⑸
頼
朝
政
所
下
文
の
地
頭
補
任
状
が
一
般
的
に
「
く
だ
く
だ

し
く
」
な
い
こ
と
は
、
地
頭
補
任
の
頼
朝
政
所
下
文
を
一

覧
す
れ
ば
明
ら
か
だ
。
補
任
地
・
補
任
者
と
補
任
の
旨
の

み
で
通
達
す
る
シ
ン
プ
ル
な
形
式
は
、『
鎌
倉
遺
文
』
を

繰
れ
ば
№
593
・
608
・
618
・
630
・
631
・
645
・
665
・
668
・
671
・

673
・
715
・
738
・
867
・
897
・
補
123
・
補
127
・
補
151
の
一
七
件
、

補
任
の
由
緒
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
№
594
（
平
家

没
官
領
の
説
明
）・
617
（
野
木
宮
の
合
戦
の
戦
功
）・
637
（
相

論
）・
683
（
相
続
）・
856
（
相
論
）
の
五
件
で
あ
り
、
う
ち
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三
件
は
実
質
的
に
裁
許
状
＋
補
任
状
で
あ
る
。

⑹
「『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
〈
歴
史
〉
構
築
の
一
方
法
―
野
木

宮
合
戦
記
事
を
中
心
に
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
九
一
―

九
、
二
〇
一
四
年
）

⑺
『
鎌
倉
文
化
の
研
究
』（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
六
年
、
初

出
六
四
年
）

⑻
『
六
代
勝
事
記
の
成
立
と
展
開
』（
風
間
書
房
、二
〇
〇
三
年
、

初
出
二
〇
〇
一
年
）

⑼
『
吾
妻
鏡
の
方
法
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）

⑽
例
え
ば
有
名
な
「
日
本
一
の
大
天
狗
」
記
事
で
あ
る
『
吾

妻
鏡
』
文
治
元
年
十
一
月
十
五
日
条
は
、
典
拠
と
さ
れ
る

『
玉
葉
』
同
年
十
一
月
二
十
六
日
条
と
文
章
自
体
が
一
致

し
て
い
る
（
龍
福
義
友
「
源
頼
朝
「
大
天
狗
」
書
状
小
考
」

〈『
日
本
歴
史
』
六
九
一
、二
〇
〇
五
年
〉・
菱
沼
一
憲
「「
大

天
狗
」
頼
朝
書
状
か
ら
み
る
政
治
の
舞
台
裏 
」〈『
日
本

文
化
研
究
』
四
、二
〇
一
九
年
〉）。
野
木
宮
の
合
戦
の
『
吾

妻
鏡
』
と
『
六
代
勝
事
記
』
の
記
事
は
文
章
の
一
致
は
ほ

ぼ
な
く
、『
吾
妻
鏡
』の
方
が
情
報
量
は
断
然
豊
富
で
あ
る
。

『
吾
妻
鏡
』
は
、
お
そ
ら
く
は
『
六
代
勝
事
記
』
や
、
同

書
が
利
用
し
た
史
料
な
ど
複
数
の
情
報
源
に
基
づ
い
て
作

成
さ
れ
た
と
想
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑾
「
吾
妻
鏡
の
も
の
は
吾
妻
鏡
に
か
え
せ
」（『
中
世
の
窓
』
七
、

一
九
六
〇
年
）

⑿
外
村
は
『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
八
月
二
日
条
で
源
光
行
を

預
か
っ
た「
小
山
左
衞
門
尉
」を
朝
政
息
、朝
長
と
す
る
が
、

朝
政
が
正
し
い
。

⒀
弓
削
繁
『
六
代
勝
事
記
の
成
立
と
展
開
』（
風
間
書
房
、

二
〇
〇
三
年
）
第
一
章
第
二
節　

作
者
と
成
立
事
情
・
増

田
欣
「
六
代
勝
事
記
と
中
国
文
学
」「
付
記
『
蒙
求
和
歌
』

と
の
関
連
に
つ
い
て
」（『
中
世
文
芸
比
較
文
学
論
考
』
汲

古
書
院
、二
〇
〇
二
年
、初
出
一
九
八
〇
年
～
）。
な
お「
付

記
」
で
は
「
上
級
貴
族
の
家
司
な
ど
を
務
め
て
、
奏
状
・

辞
表
・
願
文
等
を
草
し
た
経
験
を
も
つ
中
流
貴
族
」
と
す

る
。

⒁
岩
田
慎
平
「
頼
家
・
実
朝
期
に
お
け
る
京
下
の
鎌
倉
幕
府

吏
僚
」（『
紫
苑
』
一
二
、
二
〇
一
四
年
）

⒂
外
村
⑺
・
岩
田
⒁
論
文

⒃
渡
辺
貞
麿
『
平
家
物
語
の
思
想
』（
法
蔵
館
、一
九
八
九
年
）

⒄
『
鎌
倉
遺
文
』
三
一
六
六
、
播
磨
広
峰
神
社
文
書

⒅
『
群
書
解
題
』
六
代
勝
事
記
（
土
井
弘
）
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⒆
益
田
⑾
・
外
村
⑺
論
文

⒇
「
金
砂
合
戦
と
初
期
頼
朝
政
権
の
政
治
史
」（『
帝
京
史
学
』

二
九
、
二
〇
一
四
年
）・『
頼
朝
と
街
道
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
六
年
）

㉑
「
内
海
世
界
を
め
ぐ
る
武
士
勢
力
の
連
携
と
競
合
」（
市
村

高
男
編
『
中
世
東
国
の
内
海
世
界
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇

七
年
）

㉒
拙
著
『
中
世
地
域
社
会
と
将
軍
権
力
』（
汲
古
書
院
、
二

〇
一
一
年
）
第
五
章
な
ど
参
照
。

㉓
「
十
二
世
紀
に
お
け
る
坂
東
武
士
団
の
存
在
形
態
」（『
坂
東

武
士
団
の
成
立
と
発
展
』
弘
生
書
林
、
一
九
八
二
年
）

㉔
拙
著
㉒
参
照

㉕
『
吾
妻
鏡
』
諸
本
は
「
高
場
次
郎
」
と
し
、
同
二
月
二
日

条
に
そ
の
郎
従
が
頼
朝
の
叱
責
を
受
け
て
小
山
朝
政
に
預

け
ら
れ
て
い
る
。「
高
場
」
は
両
条
の
み
の
所
見
と
な
る
。

高
の
崩
し
字
体
は
馬
に
近
く「
馬
場
次
郎
」で
あ
れ
ば
、『
吾

妻
鏡
』
に
は
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
～
建
暦
元
年
（
一

二
一
一
）
に
か
け
て
「
馬
場
小
次
郎
資
幹
」「
馬
場
次
郎
」

な
ど
と
七
回
ほ
ど
所
見
す
る
。
同
じ
常
陸
平
氏
の
豊
田
・

小
栗
と
と
も
に
奉
納
し
て
い
る
こ
と
か
ら
馬
場
資
幹
に
比

定
し
た
。

㉖
基
綱
は
忠
綱
の
従
兄
弟
に
あ
た
り
、
同
年
四
月
五
日
に
は

頼
朝
の
江
島
参
詣
に
供
奉
し
、
八
月
十
一
日
に
は
北
条
政

子
御
産
の
奉
幣
使
と
し
て
箱
根
に
遣
わ
さ
れ
る
な
ど
頼
朝

側
近
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て
お
り
、
文
治
四
年
正
月
一

日
に
は
雪
の
下
窟
堂
の
宅
が
焼
亡
し
た
と
あ
り
、
鎌
倉
に

屋
敷
を
構
え
て
い
た
。
藤
姓
足
利
氏
の
嫡
流
は
こ
の
基
綱

に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㉗
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
巻
四　

十
八
宇
治
ニ
テ
合
戦
事　

に

は
忠
綱
に
続
い
て
宇
治
川
に
打
ち
入
っ
た
家
子
と
し
て

「
ヘ
ヤ
コ
ノ
七
郎
・
太
郎
」
と
あ
る
。




